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事業の名称 ふくしまDX推進フェア2024

実
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１　講演・発表【来場者数１４０人】
　１－１　事例発表１
　　演題：スマートシティ会津若松
　　発表者：会津若松市
　１－２　事例発表２
　　演題：書かない窓口への取り組みについて
　　発表者：南相馬市
　１－３　事例発表３
　　演題：生体認証の可能性
　　　　　　～地域のDXに関する取り組み～
　　発表者：玉川村
　１－４　事例発表４
　　演題：市町村と協力したオールふくしまでの
　　　　　　スマートシティの推進
　　発表者：福島県
　１－５　特別講演
　　演題：スマートシティ：デジタル技術を活用し
た
　　　　　　地域課題の解決と経済の活性化
　　講師：東京大学大学院教授　越塚 登 氏
　１－６　セミナー
　　演題：地域情報化セミナー
　　講師：東北総合通信局
２　展示ブース【来場者数１７４人】
　　１自治体、13企業、３学校による、復興支援
や地域活性化、企業のＤＸに役立つＩＣＴソリュー
ションの紹介。
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令和6年10月29日（火）開催日

　講演については、来場者アンケートにおいて、多くの方か
ら高評価を得ており、おおむね好評であった。DX推進の意
義を理解し、実際の取り組み事例を知ることができる機会
になったと思われる。また、講演動画のアーカイブ配信を行
い、当日聴講できなかった方など、こちらも多くの方に視聴
いただいた。

　展示ブースの出展団体数は17団体で、昨年よりも多くの
出展をいただいた。最新のICT技術の展示に、来場者アン
ケートでも多くの関心を集めた様子が伺えた。

　講演及び展示のいずれも、来場者が熱心に話を聞き入る
光景が見られ、本フェアは、ＩＣＴを活用したふくしまの復興
と地域の活性化に寄与するという目的を達成し、無事成功
裏に終了した。今後とも、広報活動の強化と魅力あるコンテ
ンツの拡充に努めたい。

共催：総務省東北総合通信局、東北情報通信
懇談会
後援：福島県教育委員会、福島県市長会、福島
県町村会、福島県商工会議所連合会、福島県
商工会連合会、一般社団法人福島県情報産業
協会、福島県中小企業団体中央会、福島県農
業協同組合中央会、国立大学法人福島大学、
公立大学法人会津大学、日本大学工学部、東
日本電信電話株式会社福島支店、福島民報
社、福島民友新聞社、ＮＨＫ福島放送局、福島
テレビ、福島中央テレビ、福島放送、テレビユー
福島

支援：様式４東北情報通信懇談会　資金支援事業実施概要報告書

会場来場者
人数

セミナー：140人
展示コーナー：174人

開催
場所

コラッセふくしま（福島市三河南町1-20）
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